
USIT フローチャート（全体像）

現行システム分析法
（現行システムにおける分析）

開発計画の策定

理想モデル法
（理想状態を想定して分析）

優先順位の合意

・本当にやるべきことをはっきりさせます。
・目先の事象に惑わされて問題を取り違えている
ことや複数の問題を整理しないまま取りかかろ
うとする事が多い。

→中核となっている原因は何か
→中核課題は何か を明確にする。

・問題の内容を分析します。
・現実にモデルが無い場合でも、あるべき状態を
想定してヒントを得ます。

・これらから解決策生成に必要なキーワードを
得ます。

第１次と第２次を合わせて

通常数百～ の解決策が生まれます。

解決策を整理して、解決策を絞り込み、
制約条件を加味した優先順位を決定します。

・優先順位決定

課題定義 （問題の整理と課題の確定）

・第１次解決策出し
上記の分析を基にしたキーワードを
別紙の「アイデア発想の視点」に重ね合わせて
解決策を出します。

・第２次解決策出し
アイデアの抜け/落ちを補うと共に組み合わせ
によりアイデアのレベルアップを行います。

モノからの
発想法

性質からの
発想法

機能からの
発想法

解決策の組み合わせによる発想法

時間･空間的特性の分析
（問題を引き起こしているタイミング・場所を捉える）

解決策の体系化による発想法
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